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　内湾の表層水温(図1)はおおむね8～10℃台で、平年並みからやや低めになっていま
す。塩分はほぼ31～32PSU台前半で、依然平年より高めでした。
　縦断面の鉛直分布(図3)では、水温・塩分ともは表層から水深20m付近までは一様に分
布しています。
　一方、内房海域の表層水温は10～14℃台前半で、金谷から久里浜を結ぶライン以南の
海域では平年より約1℃低めでした。
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図 1  水温・塩分分布（表層） 図 2  水温・塩分分布（底層）
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図 3 縦断面の水温・塩分の鉛直分布(上：水温、下：塩分、右：調査ライン）
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【 赤潮の状況 】

【 貧酸素水塊の状況 】 【 栄養塩の状況 】

　内湾底層部の溶存酸素量(図5,6)は全
域で十分あり、貧酸素水塊は発生して
いませんでした。

　湾内の表層栄養塩(図7)は溶存無機

態窒素(DIN))、リン酸態リン(PO4－

P)ともほぼ全域で平年並みでした。

　赤潮はほぼ内湾全域で発生し、千葉県側では
pH8.5～8.6に上昇、透明度は3m前後に低下し、
水色もやや褐色を呈していました。
　優占種はケイ藻のスケレトネマ(Skeletonema
sp.)やタラシオシラ(Thalassiosira sp. )で、ディ

チウム(Ditylum brightwellii )も多くみられていま
した。
　保田から富浦にかけての海域では内湾で優占
した種類がみられる程度でした。
　これらはいずれも魚貝類に有害な種類ではあ
りません。

図 4 透明度の分布(ｍ)

※ 千葉県の赤潮の目安は次のとおりです。

色 ：オリーブ～褐色

酸素飽和度 ：150％以上

透明度 ：1.5m以下

pH ：8.5以上

クロロフィルa   ：50μｇ/Ｌ以上
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図 5 底層部の溶存酸素量の分布(内湾)

図 6  縦断面の溶存酸素量の分布(内湾)

図7 栄養塩濃度の分布（表層）

DIN

ml／L

※ 千葉県水産総合センターでは、溶存酸素量2.5ml/Ｌ

（酸素飽和度50％）以下を貧酸素水塊としています。
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【黒潮の状況】

水温
（℃）

塩分
透明度
（ｍ）

ｐＨ
溶存

酸素量
(ml／L)

アンモニ
ア態窒素
（μg／L）

溶存無機
態窒素

（μg／L）

リン酸態
リン

（μg／L）

クロロ
フィルa
（μg／L）

9.0 31.81 3.0 8.6 6.8 15 480 17
(9.2) (30.94) (3.1) (8.4) (6.8) (52) (464) (15)

　黒潮は1月下旬ごろからC型基調となり、その流軸は4日現在八丈島の南側を通
過した後、房総半島南東岸をS字状に蛇行しながら、東北東方向へ流れています
(図8)。

表１　主な調査点の水質調査結果（表層，溶存酸素量のみ底層）
　　 (  ): 最近10年間の平均値（2005～2014年）
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図 8 黒潮の動き（平成27年 2月 4日）

水質調査点図

(9.2) (30.94) (3.1) (8.4) (6.8) (52) (464) (15)
9.5 32.18 2.9 8.5 6.6 7 393 11

(9.6) (31.20) (3.4) (8.4) (6.2) (43) (437) (11)
9.5 32.29 4.8 8.5 6.2 21 411 14

(9.6) (30.67) (3.9) (8.3) (6.2) (81) (556) (14)
10.0 32.20 3.6 8.4 5.0 50 510 22
(9.6) (31.15) (4.6) (8.4) (5.9) (43) (430) (8)
10.0 32.29 3.4 8.5 6.3 5 315 9

(10.0) (31.59) (5.4) (8.3) (5.9) (50) (391) (11)
10.0 31.77 3.0 8.5 6.6 8 414 10

(10.9) (31.48) (4.1) (8.3) (6.2) (49) (426) (13)
st.8 10.2 32.22 2.8 8.6 5.5 7 345 9

（盤洲Ａ南） (10.1) (31.73) (4.2) (8.3) (5.5) (55) (407) (13)
9.2 32.05 2.9 8.4 6.6 17 402 12

(10.5) (31.57) (5.0) (8.3) (5.9) (60) (371) (12)
10.7 32.98 5.5 8.4 11 312 17

(11.0) (32.73) (6.1) (8.3) (35) (286) (13)
12.0 33.53 8.0 8.3 4 245 16

(12.5) (33.42) (10.2) (8.3) (21) (215) (15)
14.0 34.39 16.0 8.2 3 137 16

(14.7) (34.19) (17.7) (8.2) (10) (117) (14)
13.7 34.32 15.0 8.2 5 159 18

(15.4) (34.39) (18.9) (8.2) (11) (109) (15)
st.10 12.2 33.65 7.0 8.3 4 241 18

（下洲沖） (12.3) (33.48) (7.5) (8.2) (24) (223) (15)
st.12 11.6 33.51 8.0 8.3 4 228 15

（湊沖） (12.3) (33.58) (6.9) (8.3) (13) (163) (12)
st.22 13.7 34.34 16.0 8.2 7 172 22

（保田沖） (14.6) (34.18) (16.2) (8.2) (13) (147) (14)
st.24 14.2 34.45 18.0 8.2 3 133 18

（富山沖） (15.0) (34.31) (18.3) (8.2) (14) (138) (15)
st.26 14.1 34.43 15.0 8.2 8 140 18

（館山湾内） (15.3) (34.37) (16.8) (8.2) (12) (129) (16)
注） 　透明度、ｐＨ、クロロフィルaの欄の橙色は赤潮の基準に、溶存酸素量の欄の青色は貧酸素水の基準に達しているこ

とを示しています。
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